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研究の全体概要 

本研究は二つのサブテーマで構成する。サブテーマ 1項目 1：顕微ラマン検出器において連続的に計

測するための計測手法の開発では、SMPs の計測に適したセルの開発、劣化度（CI）および粒径の自動

算出システムの開発を行う。このことにより、非破壊の SMPs の実態を把握することが可能となる。サ

ブテーマ 2では、海面からポンプアップされた海水を粒径区分（350µm，50µm，10µm）にネットで濾過

し、粒子濃度を高めた海水の濃度監視を行うろ過システム部の構築および SMPsとそれ以外の粒子に分

画し、SMPs を検出部へ送出する集積マイクロ流体システムの構築を行う。濾過システム部の動作（接

続性）を確認するために携帯用ラマン分光器により、光学的な粒径分布計測を同時に行う。さらにサブ

テーマ 1 項目 2 として、上の両サブテーマで開発されたシステムを統合し、船舶へ搭載する。このシ

ステムを使用して、日本海の SMPsの濃度分布、CI分布を明らかにする。 

 2020 年度（初年度）では、サブテーマ 1 項目 1およびサブテーマ 2によるそれぞれの計測システム

を構築する。2021 年度では、計測システムを船舶（東京海洋大学練習船）に実装し実証試験を行う。

2022年度では、日本海において計測システムを運用し、計測結果の検証を行う。 

現在の調査において MPs の捕集手法は、ニューストンネット等で行われており、広範囲に連続的な測

定ができない。対して、本提案サブテーマ 1 項目 1 およびサブテーマ 2 は船を航行しながら連続的に

SMPs 濃度および劣化の計測システムが構築される。サブテーマ 1 項目 2では、実海域（日本海）おい

て SMPs 濃度および劣化の分布を解明する。これらの技術開発により海洋の MPsの動態解明は飛躍的に

進むことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 

 

 


